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Instagram 

Facebook 
市
政
・地
域
の
情
報
、
日
頃
の
活
動
を
発
信
中 

お
友
だ
ち
登
録
を
お
願
い
し
ま
す 

市
議
会
親
和
ク
ラ
ブ 

令
和
８
年
度
予
算
要
望 

 

 

 

私
は
本
年
５
月
の
市
議
会
臨
時
会
に
て
、

副
議
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
あ
ま
り
表

に
出
る
機
会
は
な
い
の
で
は
と
思
わ
れ
が

ち
で
す
が
、
議
長
は
多
忙
で
あ
り
、
公
務
が

重
な
る
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
い

つ
で
も
交
代
で
き
る
態
勢
で
い
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
緊
張
感
が
あ
り
ま
す
。 

 

副
議
長
の
任
期
は
２
年
で
す
。
円
滑
な
議

会
運
営
の
た
め
に
し
っ
か
り
と
職
責
を
果

た
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

さ
て
こ
の
度
、
副
議
長
と
し
て
初
の
県
外

公
務
「
全
国
市
議
会
議
長
会
研
究
フ
ォ
ー
ラ

ム
（
札
幌
市
）
」
に
早
川
高
光
議
長
と
と
も
に

参
加
し
て
き
ま
し
た
。
研
究
テ
ー
マ
は
「
議

員
の
成
り
手
不
足
問
題
」
で
す
。
今
の
大
府

市
で
は
さ
し
て
問
題
が
あ
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
開
か
れ
た
議
会
、
市
民
の
政

治
参
画
と
い
う
視
点
で
、
全
国
自
治
体
の

取
組
事
例
を
興
味
深
く
拝
聴
い
た
し
ま
し

た
。
ま
た
、
情
報
交
換
会
で
は
、
様
々
な
自

治
体
の
議
長
さ
ん
ら
と
地
方
議
会
の
課
題

を
共
有
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。 

 

我
々
親
和
ク
ラ
ブ
は
、
９
月
議
会

が
始
ま
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
岡
村
大

府
市
長
に
対
し
て
、
令
和
８
年
度

の
予
算
要
望
書
を
提
出
い
た
し
ま

し
た
。
こ
の
要
望
書
は
、
市
全
般
に

わ
た
る
福
祉
、
教
育
、
文
化
・
ス
ポ

ー
ツ
、
協
働
、
防
災
、
イ
ン
フ
ラ
等
の

課
題
解
決
の
た
め
の
提
言
と
、
各

議
員
に
寄
せ
ら
れ
た
支
援
者
等
か

ら
の
要
望
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。 

 
岡
村
市
長
か
ら
は
「
し
っ
か
り
と

受
け
止
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
」
と
の

お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

この活動を応援します 

小児がんの子どもやご家族を支援するため
の募金活動を行っているボランティア団体で
す。広報担当の安藤晃子さんは、娘の佐知さん
（当時９歳）を白血病で亡くしました。全国で同
じ境遇の子どもたちに寄り添いたいとの安藤さ
んの思いに賛同した大府の有志で構成されて
います。私の妻もその一人です。 
市内様々なイベントでレモネードなどを販売

し、その収益は支援金として大府から全国各地

 

ずっと

もっと

令和７年４月～令和７年９月 
半年間の主な活動・参加行事 

４月  森岡自治区総会、石ヶ瀬コミ総会、

入学式（石ヶ瀬小、大府西中）、石ヶ瀬
自治区総会、大府長寿会、つつじまつ

り、大府ばやし小唄保存会総会 
５月 市議会５月臨時会、親和クラブ総会、

境川猿渡川水系河川改修促進同盟会、
大府商工会議所女性会、ミューぷらん

おおぶ総会、大府市身体障がい社福祉
協会、大府市学童保育連絡協議会、石

ヶ瀬自治区議会報告会、東部知多衛生
組合議会、森岡支部防災総点検、大府

市国際交流協会、文協まつり 
６月 大府市消防操法大会、市議会６月定

例会、まちづくりシンポジウム、健康
交流拠点施設竣工式、石ヶ瀬アダプ

ト、自民党愛知県連大会、アンナ·ワン
氏基調講演、こどもふるさと検定、商

工会議所意見交換会 
７月 親和クラブ行政視察、韓国野球交流

会、都市計画審議会、自民党大府市支
部総会、瀬戸大府東海線整備促進同盟

会、石ヶ瀬夏まつり、知多五市議長会、
図書館こどもまつり、知多北部議員研

修会、共和病院盆踊り 
８月 愛知県消防操法大会、大府夏祭り、

情報セキュリティ研修、教育懇談会、
自民党 7 区議員連絡会、戦争を語り継

ぐ会、近崎夏まつり、東部知多衛生組
合議会、全国市議会議長会（札幌）、

高橋養鶏賞式典、石ヶ瀬地区防災訓練 
９月 市議会９月定例会、大府市制５５周

年式典、防災月見避難所訓練、石ヶ瀬
アダプト、福祉健康フェア 

 

～
副
議
長
と
し
て
初
の
県
外
公
務
～ 

全
国
市
議
会
議
長
会 

研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
出
席 

まるっとレモネード 
     応援団おおぶ 

の団体に送られます。 
９月に開催されたコラ

ビアでのイベントでは、
来場した同僚議員を安
藤さんに紹介させてい
ただきました。 
今後、レモネードスタ

ンドを見かけたら、皆さ
まのご協力をお願いい
たします。 

ボトルには思いを込めた手作り
の Tシャツが被せてあります 

 
岡村市長に鷹羽会長から要望書を提出 
            市長室にて 

皆さまからのご要望には 
丁寧に対応いたします！ 

 

私
の
政
治
活
動
の
モ
ッ
ト
ー
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
最
も
近
い
議
員
で

あ
る
こ
と
で
す
。
そ
う
し
た
思
い
を
実
践

す
る
た
め
に
、
こ
の
「
ふ
じ
も
と
宗
久
政

治
活
動
新
聞
」
は
毎
回
、
私
自
身
の
手
で

一
軒
一
軒
皆
さ
ま
の
お
宅
に
心
を
込
め

て
お
届
け
し
て
い
ま
す
。 

 

何
か
お
気
づ
き
の
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
遠
慮
な
く
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。 

大
府
市
政
の
主
な
ト
ピ
ッ
ク
ス 

 

「
住
み
よ
さ
」
評
価
で
常
に
上
位
付
け
さ
れ
る
大
府
市
。
財
政
が
豊
か

で
健
全
で
あ
る
こ
と
が
最
た
る
要
因
で
は
あ
り
ま
す
が
、
市
政
の
チ
ェ
ッ

ク
機
関
で
あ
る
市
議
会
が
、
安
定
し
て
運
営
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
重
要

な
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
い
ま
す
。
「サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
健
康
都
市
」
の
実
現
に

向
か
っ
て
、
今
後
の
大
府
市
の
施
策
に
も
ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。 

親
和
ク
ラ
ブ
も
後
押
し
す
る
施
策 

☆
大
府
警
察
署
新
設 

☆
地
域
公
共
交
通
の
利
便
性
向
上 

☆
小
中
学
校
給
食
費
無
償
化 

☆
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
パ
ー
ク
整
備 

☆
お
も
ち
ゃ
美
術
館
開
館 

☆
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
タ
ウ
ン
宣
言 

☆
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ 

藤
本
宗
久
が
実
現
し
た
い
施
策 

 
 

☆
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業 

 

「フェアトレード推進を支持する決議」
を起立採決。フェアトレードについては
「議会だより８月号」をご覧ください 



 

 

 

ふ じ も と 宗 久 政 治 活 動 新 聞 ２０２５年（令和７年）１０月 ２ 

E-mail ： fujimoto_munehisa@yahoo.co.jp 討議資料 

 

私
が
所
属
す
る
「安
全
環
境
推
進

ク
ラ
ブ
階
（
き
ざ
は
し
）
」
が
、
地
域

自
主
避
難
所
訓
練
を
企
画
実
施
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
指
定
避
難
所
と

在
宅
避
難
の
中
間
、
つ
ま
り
ご
近

所
同
士
で
近
隣
の
空
き
地
を
活
用

し
災
害
時
に
避
難
所
を
頼
ら
ず
自

活
す
る
と
い
う
試
み
で
す
。 

 

当
日
は
月
見
町
三
丁
目
地
内
の

医
療
施
設
の
駐
車
場
を
お
借
り
し

 

 

 

 

 

大
府
市
で
は
「
大
府
市
地
域
防

災
計
画
」を
策
定
し
て
お
り
、
こ
の

計
画
で
予
防
、
応
急
対
策
及
び
災

害
復
旧
対
策
を
定
め
て
い
ま
す
。

行
政
と
し
て
防
災
に
万
全
を
期
す

る
と
と
も
に
、
市
民
の
生
命
及
び

財
産
を
保
護
し
、
社
会
秩
序
の
維

持
並
び
に
公
共
の
福
祉
の
確
保
を

図
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
行
政
の
備
え

に
も
限
界
が
あ
り
ま
す
。
仮
に
、

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
よ
う
に

災
害
が
広
域
に
及
ぶ
場
合
で
あ
れ

ば
、
近
隣
市
町
か
ら
の
支
援
も
期

待
で
き
な
く
な
り
ま
す
。 

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
際

の
行
政
の
備
え
に
つ
い
て
、
主
な

も
の
を
お
示
し
い
た
し
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
ご
自
身
の
備
え
に
参

考
と
し
て
く
だ
さ
い
。 

※避難者数は在宅避難を含む 

地
域
自
主
避
難
所
訓
練
を 

 
 
 
 
 
 
 

や
っ
て
み
ま
し
た 

「
防
災
月
見
」
の 

取
組
事
例 

NHK「災害列島～命を守る情報サイト」より 

 

災
害
は
「
い
つ
か
」
で
は
な
く
「
い
つ

起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
」
時
代
で

す
。
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が
発
生

す
れ
ば
、
甚
大
な
被
害
が
想
定
さ
れ
、

私
た
ち
の
ま
ち
も
例
外
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
毎
年
の
よ
う
に
豪
雨
に

よ
る
浸
水
や
土
砂
災
害
の
危
険
が
各

地
で
現
実
の
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
今
か
ら
の
備
え
が
命
を

守
り
ま
す
。
本
号
で
は
、
市
の
災
害
想

定
と
私
た
ち
に
で
き
る
具
体
的
な
備

え
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
私
た
ち
一

人
ひ
と
り
が
で
き
る
防
災
に
つ
い
て

一
緒
に
考
え
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。 

て
、
地
元
か
ら
十
五
名
の
住
民
の

方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

 

内
容
と
し
ま
し
て
は
、
仮
設
ト

イ
レ
、
テ
ン
ト
等
を
設
置
し
、
防

災
食
の
試
食
、
そ
し
て
防
災
講
座

を
行
い
ま
し
た
。 

 

私
か
ら
は
、
「
防
災
は
、
自
助
、

共
助
の
間
に
あ
る
『近
助
（近
所
）』

が
大
事
で
あ
る
こ
と
を
お
話
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

大
規
模
災
害
の
犠
牲
は
、
倒

壊
、
火
災
な
ど
直
接
的
な
被
害

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
避
難
生

活
の
中
で
体
調
を
崩
し
、
命
を

落
と
す
「
災
害
関
連
死
」
へ
の
対

策
も
深
刻
な
課
題
で
す
。
実
際
、

過
去
の
災
害
で
は
犠
牲
者
の
中

で
関
連
死
が
大
き
な
割
合
を
占

め
た
事
例
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

こ
れ
ま
で
「
避
難
＝
避
難
所
」

と
い
う
意
識
が
強
く
あ
り
ま
し

た
が
、
近
年
は 

自
宅
で
の
在
宅

避
難
の
方
が
関
連
死
の
リ
ス
ク
を

下
げ
る 

と
い
う
見
解
も
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
慣
れ
な
い
避
難
所
生

活
は
、
心
身
の
ス
ト
レ
ス
や
感
染

＜私の見解＞ 
机上の計算ですが、大府市では指定避難所には想定避難者数

の５２％しか収容できず、およそ６，３００人の被災者が行き場を失
うということになります。防災食は、想定避難者数（約１万３千人）の
３日分が防災倉庫などに備蓄されています。つまり、発災直後に

防災特集 

 

 

南海トラフ巨大地震の被害想定 
（大府市 最大震度６強） 

大
府
市
の
公
的
な
備
え
は
ど
う
か 

① 指定避難所数 
  （小中学校・高校体育館、ﾒﾃﾞｨｱｽ体育館） 

１８か所 
② 指定避難所収容可能人数 

   ６，８７０人 
③ 食料・飲料水備蓄量 

  非常食：130，140食 
※想定避難者数×3日分 

  飲料水： 21,660 リットル 
④ 医薬品 

   医薬品の備蓄はありません 
⑤ 消防・救急体制 

   消防車 １２台（消防署、共長出張所） 
   ポンプ車等 ７台（消防団） 
   救急車 ５台 
（参考） 

大府市の人口は約 93，000人、約 41，000世帯 

          

いざという時のために 

巨大地震に備える 

は、多くの市民の方が水や食
料の配給を受けることは困難
であると考えられるのです。 
 また、医薬品についての備
蓄はありません。病気を抱え
ておられる方には特に注意が
必要です。 
 発災後１週間をなんとか自
活して生き延びることを皆さ
ん個々に考えてみましょう。 

 

災
害
関
連
死
へ
の
対
策
を 

症
、
持
病
悪
化
な
ど
を
引
き
起
こ

す
可
能
性
が
高
い
か
ら
で
す
。 

 

一
方
で
、
自
宅
避
難
を
選
ぶ
に

は
「
安
全
性
の
確
保
」
が
前
提
と
な

り
ま
す
。
家
屋
の
耐
震
性
や
防
火

対
策
を
日
頃
か
ら
確
認
し
て
お
く

こ
と
が
大
切
で
す
。 

 

 

南海トラフ地震では、災害関連死
による被害は最大で 5.2 万人
（全国）と想定されています。 

※内閣府の報告による 

 

「未治療死」について 
未治療死とは、災害でけがを

負ったり持病が悪化したりして
も、十分な医療を受けられないま
ま命を落としてしまうことです。 
 ある試算によれば、愛知県では
重傷者に占める未治療死の割合
は 64.1％（重症を負った人のお
よそ３人に２人）が死に至るという
ことです。けがをしない、持病を
悪化させない対策が重要です。 

日本医科大学 布施明教授ら 
による試算 

避難所生活のリスク 
避難所は命を守る「最後の砦」です

が、必ずしも快適な環境ではありませ
ん。大府市の指定避難所は避難者によ
る自主運営が基本です。避難者は清掃
や防災食の配給、支援物資の整理など
の役割を分担しなければなりません。 
また体育館などに簡易な仕切りを設

ける程度でプライバシーの確保も難しく、衛生面や精神面での
リスクがあります。自宅の安全性が確認できるなら、在宅避難
が第一の選択肢です。 「避難所へ行くか」「自宅で過ごせる
か」、それぞれのケースを想定して準備を整えておきましょう。 

避難所訓練の様子 

テント式仮設トイレ 

地
域
住
民
の
方
に
防
災
情
報
を
説
明 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
関
係
記
事
は
左
下
） 


